
名古屋能楽堂　能舞台「老松」

No.846
令和3年12月20日発行

2021 
DEC.

12

●VOICE
●中央会ニュースクリップ
●内田俊宏の経済トレンド

●景況天気図
●初めてのテレワーク
●インフォメーション



法人保険は「法人ほけんの窓口」にお任せください。 

法人ほけんの窓口 名古屋法人営業課 ☎0120-917-796 9：30～17：30（平日のみ受付）
募集代理店　ほけんの窓口グループ（株）　愛知県名古屋市中村区名駅三丁目２５番９号　堀内ビル５階

HM19-220630-840

お問い合わせはこちら相談無料

法人ほけんの窓口  名古屋

名古屋支店・熱田支店　〒460-0003 名古屋市中区錦3-23-18 TEL 052-951-7581
豊　　橋　　支　　店　〒440-0897 豊橋市松葉町3-71-2 TEL 0532-52-0221

色鮮やかな瓦灯籠とランプシェード
光のドームを飾ります。

12 18   12 25  
16:00 20:00  

オニルミ

名 古 屋 能 楽 堂

日本建築様式の優美な建物。その内部は艶のある
総木曾檜造りの能舞台が佇んでおり、能楽堂としての

規模は最大。幽玄の世界を楽しめます。
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VOICE

愛
知
県
印
刷
工
業
組
合
　
理
事
長
　
鳥
原
　
久
資

組
合
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
当
組
合
は
、
昭
和
22
年
に
誕
生
し
た
愛
知
県
印
刷
工
業
協

同
組
合
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
30
年
に
愛
知
県
印
刷
工
業
組
合
調

整
組
合
と
し
て
創
立
さ
れ
、
昭
和
33
年
に
現
在
の
愛
知
県
印
刷

工
業
組
合
に
名
称
変
更
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。
組
合
員
に
は

印
刷
業
者
の
他
に
も
、印
刷
の
前
工
程
で
あ
る
デ
ザ
イ
ン
業
や
、

後
工
程
で
あ
る
加
工
業
、
メ
ー
カ
ー
、
ベ
ン
ダ
ー
、
商
社
な
ど

の
関
連
事
業
の
方
に
加
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
組
合
で
は
５
つ
の
委
員
会
に
分
か
れ
て
、
セ
ミ

ナ
ー
や
研
修
の
企
画
な
ど
の
事
業
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
委

員
会
に
加
入
す
る
こ
と
で
組
合
員
の
経
営
者
ス
キ
ル
や
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

組
合
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
当
組
合
で
は
、
新
入
社
員
研
修
を
は
じ
め
と
し
た
教
育
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。約
２
か
月
間
の
新
入
社
員
教
育
で
は
、

労
務
・
新
人
教
育
委
員
会
が
主
導
と
な
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、
組
合
員
企
業
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
の
講
師
を
お
招
き
し
て
、
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
力
か

ら
印
刷
に
関
す
る
技
術
的
な
内
容
ま
で
の
講
義
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
受
講
者
同
士
の
交
流
も
深
ま
る
た
め
業
界
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
に
も
役
立
っ
て
お
り
、
毎
年
好
評
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
経
営
革
新
委
員
会
で
は
他
業
種
の
成
功
事

例
や
著
名
な
先
生
を
お
招
き
し
た
セ
ミ
ナ
ー
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
で
は
印
刷
業
界
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を

上
げ
る
セ
ミ
ナ
ー
、
教
育
委
員
会
で
は
印
刷
技
術
の
研
修
や

Ｄ
Ｔ
Ｐ
と
言
わ
れ
る
制
作
に
必
要
な
国
家
資
格
を
取
得
す
る

検
定
試
験
な
ど
、
組
合
員
に
向
け
て
各
種
様
々
な
教
育
の
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
印
刷
業
界
、
デ
ザ
イ
ン

業
界
を
引
っ
張
っ
て
い
く
次
世
代
に
向
け
、

業
界
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
高
校
生
、
大
学
生
や
一
般
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
等
を

対
象
に
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募
集
し
て
「
ポ
ス
タ
ー
グ
ラ
ン
プ

リ
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
12
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
毎
年
400
点
近
い
作
品
が
集
ま
り
、
作
品
は
愛
知
県
美

術
館
に
て
展
示
さ
れ
、
表
彰
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
「
ポ
ス
タ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

組
合
員
企
業
に
入
社
さ
れ
た
方
も
お
り
、
組
合
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
力
を
い
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
先
ほ
ど
の
組
合
の
活
動
で
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
や
は

り
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
個
々
の
中
小
零
細
企
業
で

は
教
育
を
行
う
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
い
中
、
手
厚
い
教
育

を
行
う
こ
と
が
組
合
と
し
て
の
使
命
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
り
組
合
員
に
向
け
た
集
合
研
修
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い

て
は
お
り
ま
す
が
、
昨
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
研
修
を

参
加
費
無
料
で
夕
方
に
開
催
す
る
こ
と
で
、
経
営
者
の
方
の

み
だ
け
で
な
く
普
段
参
加
で
き
な
い
従
業
員
の
方
や
遠
方
の

方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
検
定
に
つ
い
て
は
実
習
が
伴
う
た
め
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
う
こ
と
が
出
来
ず
、
現
在
は
中
止
し
て
い
ま
す
。
印

刷
業
界
は
資
格
が
な
く
て
も
出
来
る
業
種
で
す
が
、
検
定
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
ス
キ
ル
を
推
し
量
る
尺
度
と
な
り
、

人
事
評
価
な
ど
に
も
活
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
た
ら
、
直
ぐ
に
検
定
事
業
を
再
開
し
、

学
び
の
場
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
貢
献
と
し
て
高
校
や
大
学
に

出
向
き
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
印
刷

業
界
の
仕
事
に
つ
い
て
伝
え
る
機
会
を
設
け

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
印
刷
業
界
を
広

め
る
上
で
も
重
要
な
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　
映
画
を
観
る
こ
と
が
趣
味
の
一
つ
で
す
。

映
画
館
で
も
観
賞
し
ま
す
が
、
最
近
は
、
自

宅
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
と
き
に
、
100
イ

ン
チ
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
購
入
し
た
の
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影
し
て
映
画
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
映
画
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
な
ど
も
ス
ク
リ
ー
ン
で
見
る
と
迫
力
が

あ
っ
て
面
白
い
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
は
趣
味
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
ブ
ロ
グ
を
書
く
の
が
好
き
で
２
０
０
５

年
に
始
め
て
か
ら
今
ま
で
に
４
０
０
０
件
程

の
ブ
ロ
グ
を
投
稿
し
て
お
り
ま
す
。
一
昨
年

の
８
月
頃
か
ら
は
毎
日
投
稿
を
続
け
て
お

り
、
最
近
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
に
投
稿
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
見
た
業
界
の
方
か
ら

取
材
の
依
頼
が
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

鳥
原
久
資

理
事
に

　
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
記
事
（
12
月
号
）
担
当
者
よ
り

　
鳥
原
理
事
長
に
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
快
く

取
材
を
受
け
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
新
入
社
員
教
育
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
、
共
済
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
、
印
刷
業
界
の
発
展
に
対
す
る
真
摯
な
姿

勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

趣
味
の
ブ
ロ
グ
に
つ
い
て
は
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
自
己
研
鑽
に
対
す
る
意

識
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
鳥
原
理
事

長
の
ブ
ロ
グ
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊＊ 組合プロフィール ＊＊

組　合　名：愛知県印刷工業組合
代表者名：鳥原　久資

組合員数：193 住　　所：名古屋市東区泉一丁目20番 12号
組合ＨＰ：http://www.ai-in-ko.or.jp/
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中央会ニュースクリップ

「第73回中小企業団体全国大会」開催！

　去る 11 月 25 日、神奈川県横浜市のパシフィコ横浜において、第 73 回
中小企業団体全国大会が開催されました。萩生田光一・経済産業大臣、武
部新・農林水産副大臣、黒岩祐治・神奈川県知事をはじめとした来賓の他
に、後藤茂之・厚生労働大臣からビデオメッセージでの祝辞があり、全国
から中小企業団体の代表者約 1,700 名、うち愛知県からは 17 名の参加者
がありました。
　今大会は、「人を「絆ぐ」・組織を「結ぶ」・地域を「紡ぐ」～ポストコロナは変革の時代、連携と革新で躍
進する中小企業へ！～」をスローガンに掲げ、コロナ禍からの脱却と、将来の成長を支援していくことを目的に、

中小企業・小規模事業者等の経営強靱化・成長促進支援等の拡充、 中小企
業・小規模事業者の実態を踏まえた労働・雇用・社会保険料対策の推進
等 21 項目決議しました。決議事項には、本会専門委員会にて取りまとめ、
提出した要望事項も含まれています。

（決議内容の詳細につきましては全国中央会ホームページ
  https://www.chuokai.or.jp/hotinfo/73taikai-a.pdf を参照ください）

第 73回中小企業団体全国大会決議（概要）
Ⅰ．�中小企業・小規模事業者等の経営強靭化・成長促進支援等

の拡充
１．�新型コロナウイルス感染症・多発する災害からの経済再生

支援策の拡充
２．�中小企業・小規模事業者・組合の成長促進投資への支援強

化
３．�中小企業・小規模事業者の持続的発展に向けた事業承継・

事業継続に関する対策の強化
４．�中小企業団体中央会の指導体制・支援機能の拡充・強化、

実態やニーズに即した組合制度の再整備
５．地方創生推進に向けた対策の拡充

Ⅱ．�中小企業・小規模事業者の実態を踏まえた労働・雇用・社
会保険料対策の推進

１．新型コロナウイルス感染症の影響長期化に対する配慮
２．働き方改革の実現に向けた中小企業への配慮
３．中小企業の人材確保・定着対策

４．地域の実情を踏まえた最低賃金の設定
５．外国人技能実習制度の運用の円滑化と制度の拡充
６．外国人材の受入れ体制の整備
７．障害者雇用への中小企業支援策の拡充
８．国による職業訓練機能の拡充・強化
９．社会保険制度等の整備

Ⅲ．�中小企業・小規模事業者の積極的な事業活動を支える環境
整備

１．中小企業金融施策の拡充
２．中小企業・組合税制の拡充
３．中小製造業等の持続的発展の推進
４．エネルギー・環境対応への支援の拡充
５．卸売・小売業・まちづくりの推進に対する支援の拡充
６．サービス業支援の強化・拡充
７．官公需対策の強力な推進

　大会では、優良組合 35 組合、組合功労者 76 名、中央会優秀専従者 20 名の
表彰も執り行われました。
　愛知県からは、優良組合として椿工業協同組合、組合功労者として妹尾和彦
氏（愛知県工業塗装協同組合理事長）が受賞されました。受賞された皆様、 
おめでとうございました。

　皆様からお寄せいただき、全国大会で決議された上記の要望事項は、今後、
全国中央会が中心となり、政府や各関係機関に対して要請活動を展開し、中小
企業・小規模事業者の持続的な成長と豊かな地
域社会が実現することを目指します。
　次の第 74 回大会については、令和４年 11 月
10 日（木）に、長崎県の出島メッセ長崎におい
て開催する予定となっています。第 74 回大会に
向けた皆様の抱える課題・要望事項等の調査は、
来春に実施する運びです。どうぞ忌憚のないご
意見等をお聞かせ下さい。

▲全国大会の様子

▲優良組合表彰

▲組合功労者表彰 ▲長崎県に大会旗継承
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中央会ニュースクリップ

特定最低賃金が令和3年12月16日から改定されました

全国中小企業団体中央会創立65周年記念式典開催

※（　）は改定前（令和３年 12 月 15 日以前）の時間額です。

最低賃金名 時間額
（円） 適用労働者の範囲

製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材 
製造業（表面処理鋼材を除く。）

996
※（976）

　左の各産業（平成 25 年 10 月第 13 回改定の総務省日
本標準産業分類の定義による。）に属する事業場で働く労
働者（技能実習生等の外国人労働者及び事務を専らとす
る労働者も含む。）に適用されます。
　ただし、次に掲げる適用除外労働者については、特定
最低賃金の適用が除外され、上記の「愛知県最低賃金」
が適用されます。

適用除外労働者
１．18 歳未満又は 65 歳以上の者
２．雇入れ後３か月未満の者であって技能習得中の者
３．清掃、片付け、賄い又は湯沸かしの業務に主として
従事する者
４．次の特定最低賃金における特有の軽易業務従事者
　① 製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業
　　　軽易な運搬の業務に主として従事する者
　② 輸送用機械器具製造業
　　�　手作業により又は手工具若しくは小型手持動力機

を用いて行うバリ取り、穴あけ、検数、選別又は塗
装の業務に主として従事する者

はん用機械器具、生産用機械器
具、業務用機械器具製造業

（建設用ショベルトラック製造
業、計量器・測定器・分析機器・
試験機・測量機械器具・理化学
機械器具製造業、医療用機械器
具・医療用品製造業、光学機械
器具・レンズ製造業及び武器製
造業を除く。）

968
※（948）

輸送用機械器具製造業
（建設用ショベルトラック製造

業を含む。自転車・同部分品製
造業及び船舶製造・修理業、舶
用機関製造業を除く。）

976
※（957）

　去る 11 月５日、ホテルニューオータニ（東京都）にて、全国中小企業団体中央会の創立 65 周年記念
式典が開催されました。
　記念講演では、作家の北康利氏より、「先人に学ぶ危機に強い指導者とは～古河市兵衛らに学ぶ～」と
題して記念講演が行われ、続く記念式典では、来賓に新居泰人・中小企業庁次長、萩尾太・株式会社商工
組合中央金庫常務執行役員、豊永厚志・独立行政法人中小企業基盤整備機構理事長、岩間邦彦・株式会社
日本政策金融公庫副総裁、岡田智裕・中小企業庁経営支援課長が迎えられ、森洋会長による式辞に続き、
新居中小企業庁次長、萩尾株式会社商工組合中央金庫常務執行役員よりご祝辞が述べられました。
　表彰式では、中小企業団体中央会の発展に多大な功績のあった方々への表彰が行われ、都道府県中央会
役員 37 名及び中央会専従役職員 68 名に「中小企業庁長官表彰」、全国中央会職員４名に「全国中小企業
団体会長表彰」が授与され、本会からは副会長の山口高広氏（愛知県リースおしぼり協同組合理事長）、
職員の菊本智恵、神谷典宏が中小企業庁長官表彰を授与されました。
　式典後は祝賀会が開催され、甘利明・衆議院議員、関根正裕・株式会社商工組合中央金庫代表取締役社
長をはじめとするご来賓の方々が臨席され、甘利明衆議院議員からご祝辞をいただきました。受賞者の皆
様、おめでとうございます。

▲記念式典の様子 ▲全国中央会　森会長式辞 ▲祝賀会の様子
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Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候
合
意

　
２
０
２
１
年
11
月
に
英
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
催
さ
れ
た
国
連

の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
６
（
第
26
回
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
締
約

国
会
議
）
が
「
グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候
合
意
」
の
成
果
文
書
を
採

択
し
て
閉
幕
し
た
。
２
０
１
５
年
12
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
１
で
合

意
さ
れ
た
パ
リ
協
定
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
温

室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
平
均
気
温

の
上
昇
を
産
業
革
命
以
前
に
比
べ
て
２
度
よ
り
十
分
低
く
保

つ
と
と
も
に
、
1.5
度
に
抑
え
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
す
で
に
地
球
の
平
均
気
温
は
産
業

革
命
前
よ
り
約
1.1
度
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、
今
回
は
平
均
気
温
の
上
昇
を
1.5
度
以
下
と
す
る
パ

リ
協
定
の
目
標
の
重
要
性
を
強
調
し
、
世
界
の
温
暖
化
ガ
ス

排
出
量
を
２
０
３
０
年
ま
で
に
２
０
１
０
年
比
で
45
％
減
ら

し
、
２
０
５
０
年
頃
に
は
実
質
ゼ
ロ
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
）
に
す
る
こ
と
を
明
記
し
た
。

　
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
は
、
前
回
の
パ
リ
開
催
に
比
べ
世
界
各
国

の
危
機
感
は
高
ま
っ
て
い
た
が
、
各
国
の
立
場
の
違
い
に

よ
っ
て
合
意
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
排

出
量
の
多
い
石
炭
火
力
か
ら
の
早
期
脱
却
が
最
大
の
争
点
と

み
ら
れ
て
い
た
が
、
最
終
的
な
合
意
文
書
で
は
、
石
炭
火
力

の
段
階
的
な
削
減
を
目
指
す
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
も
の

の
、
日
米
中
印
な
ど
の
思
惑
も
あ
り
表
現
が
弱
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
石
炭
火
力
へ
の
依
存
度
が
高
い
国
と
そ
う
で

な
い
国
で
は
温
度
差
が
あ
っ
た
ほ
か
、
先
進
国
や
新
興
国
・

途
上
国
、
消
費
国
や
資
源
国
な
ど
の
立
場
の
違
い
で
目
標
達

成
へ
の
意
欲
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

政
府
の
目
標
設
定
と
愛
知
県
の
排
出
量

　
翻
っ
て
、
日
本
政
府
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
目
標

と
し
て
２
０
５
０
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
掲

げ
て
お
り
、
中
間
目
標
と
し
て
２
０
３
０
年
に
２
０
１
３
年

度
比
で
46
％
削
減
を
表
明
し
て
い
る
。
２
０
３
０
年
ま
で
の

国
連
の
目
標
は
45
％
減
で
、
日
本
は
そ
れ
よ
り
１
％
高
い

46
％
減
と
し
て
い
る
が
、
日
本
国
内
の
排
出
量
は
日
本
が
基

準
と
す
る
２
０
１
３
年
度
の
排
出
量
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
お

り
、
国
連
が
基
準
年
と
す
る
２
０
１
０
年
よ
り
も
多
い
発
射

台
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
達
成
目
標
は
Ｃ
Ｏ

Ｐ
よ
り
も
や
や
緩
や
か
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
気
象
庁
に
よ
る
と
、
日
本
の
年
平
均
気
温
は
、
１
９
２
０

年
か
ら
の
100
年
間
の
ト
レ
ン
ド
で
み
る
と
1.26
度
上
昇
し
て
お

り
、
１
９
０
０
年
か
ら
の
120
年
間
で
は
約
1.5
度
上
昇
し
て
い

る
。
ま
た
、
単
純
に
２
０
２
０
年
の
年
平
均
気
温
と
の
差
で

み
る
と
２
度
近
く
も
上
昇
し
て
い
る
。
国
内
景
気
の
拡
大
局

面
な
ど
経
済
活
動
が
活
発
な
時
期
に
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
量

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
近
隣
の
ア
ジ
ア
の
国
や
地

域
の
経
済
成
長
な
ど
に
よ
っ
て
国
内
平
均
気
温
の
上
昇
基
調

が
続
い
て
い
る
。
国
連
の
掲
げ
る
目
標
設
定
は
日
本
に
と
っ

て
も
他
人
事
で
は
な
い
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
製
造
業
や
火
力
発
電
所
な
ど
が
立
地
す
る
愛
知
県

は
、
都
道
府
県
別
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
が

千
葉
県
に
次
い
で
全
国
２
番
目
で
あ
る
。
人
口

密
集
地
域
の
東
京
都
や
神
奈
川
県
よ
り
も
上

回
っ
て
お
り
、
部
門
別
で
み
る
と
、
東
京
や
神

奈
川
よ
り
も
家
計
部
門
の
排
出
量
が
少
な
く
、

排
出
量
の
半
分
超
が
産
業
部
門
と
な
っ
て
い

る
。
関
連
性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
運
輸
部
門
も

加
え
る
と
全
体
の
７
割
に
達
し
て
お
り
、
産
業

集
積
の
高
い
本
県
へ
の
風
当
た
り
が
強
ま
る
可

能
性
が
出
て
き
て
い
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
排
出
量
削
減
を

　
世
界
各
国
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
て
新
車
販
売
の
規
制
強
化
が
進
ん
で
い

る
。
自
動
車
の
電
動
化
で
最
も
先
行
す
る
ノ
ル

ウ
ェ
ー
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
を
含
む
ガ
ソ
リ
ン
車
の
販
売
を
禁
止
す
る
ほ

か
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
も
２
０
３
５
年
ま

で
に
禁
止
す
る
方
針
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は

２
０
３
０
年
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
２
０
４
０
年

ま
で
に
ガ
ソ
リ
ン
車
の
販
売
を
禁
止
す
る
方
針

を
そ
れ
ぞ
れ
打
ち
出
し
て
い
る
。
一
方
、
中
国

で
は
２
０
３
５
年
を
目
処
に
新
車
販
売
の
全
て

を
環
境
対
応
車
に
す
る
方
向
で
検
討
中
だ
が
、

半
分
程
度
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
も
含
ま
れ
る
可

能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
本
来
、
自
動
車
の
走
行
時
の
排
出
量
だ
け
で

な
く
、
油
田
や
発
電
か
ら
自
動
車
の
走
行
時
ま

で
の
ト
ー
タ
ル
で
の
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
排
出
量
の
多
い
古
い
石
炭
火

力
で
発
電
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
Ｅ
Ｖ
（
電

気
自
動
車
）
へ
の
移
行
の
効
果
も
小
さ
く
な

る
。
し
か
し
、
世
界
の
潮
流
と
し
て
は
Ｅ
Ｖ
シ

フ
ト
が
加
速
し
て
お
り
、
国
内
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
も
製
品
開
発
を
進
め
る
ほ
か
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
に
お
け
る
生
産
工
程
や

部
品
開
発
の
見
直
し
な
ど
で
排
出
量
を
削
減
す

る
努
力
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
排
出
削
減
へ
の

貢
献
は
も
ち
ろ
ん
、
官
民
の
取
り
組
み
の
内
外

へ
の
ア
ピ
ー
ル
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

Profile
1968 年青森県生まれ。91 年一橋大学経済学部卒業。02 年名古屋大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。91 年野村證券。93 年東海総合研究所（現
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング）。15 年４月中京大学経済学部客員教授、学校法人梅村学園評議員、19 年１月同理事。ニュース番組などの
コメンテーターを務めるほか、国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋市、名古屋港管理組合などの委員も務める。専門はマクロ経済、地域経済。

内田俊宏の経済トレンド

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
へ

中
京
大
学 

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　
内
田 

俊
宏
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景況天気図

愛知県の景況の推移（前年同月比）

全国の景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

【製造業】
紙・紙加工品：感染者数の減少と共に、人の動きが出てきて全
体的に明るさが増してきた。土産物関係では県民割の実施から
対前年を上回り、例年の 70％程まで回復してきた。今後に少し
期待が持てそうだ。
電気機器：原材料の値上げにより、やむなく販売価格に転嫁せ
ざるを得ない状況になって値上げに踏み切る会員が多くなって
いる。一方で、コロナ不況で売れず、スタグフレーションが現
実味を帯びてきた。
輸送機器：車関係各社は新型コロナウイルスの影響で部品調達
が遅れ、減産が続いている。半導体、部品不足が年末に向け更
なる拍車をかけるか不安視している。また、原油高も心配である。

【非製造業】
卸売業：原材料の高騰で仕入れ価格の値上げのお願いばかりが
届く状況。売上が少しずつ戻りかけているときにどう影響する
か心配している。
小売業：先月と変わらず中古車流通量が減少傾向にある。全国
の各オークション会場流通量もほとんどの会場で通常時の 10 ～
20％落としている。
建設業：原油価格の高騰により、燃料代が増え、工事価格に影
響してきた。受注価格に転嫁できず、収益を圧迫している。

【製造業】
紙・紙加工品（京都府）：緊急事態宣言の解除を受け、菓子、お
土産、イベント関連の受注が回復傾向にある。新聞等で、「古紙
が不足、段ボール原紙が値上がりしている」と記事になっており、
今後の値上りが不安である。
電気機器（広島県）：10 月の売上は前月比５％増加、前年同月
比 10％増加となった。各種機械生産が国内外とも回復基調で、
電機機械、部品生産も順調であった。一方、部材高騰や納期長
期化といった不安要素もある。
輸送機器（三重県）：相変わらず一部の自動車メーカーでは、海
外からの部品の供給不足で生産調整を余儀なくされており、取
引先の一次下請各社も交代で休業している状況である。

【非製造業】
卸売業（東京都）：他業種では前年を上回る売上のある企業もあ
るようだが、包装業界では前年を上回る売上がある企業はごく
僅かである。緊急事態宣言などが解除されたが、対面営業を断
る企業もまだまだある。
小売業（富山県）：外食需要が戻らず、PayPay 還元等特殊要因
がある場所以外は前年を維持することは厳しい現状である。輸
入牛、国産牛ともに年末に向け更に価格が上昇傾向にある。
建設業（埼玉県）：仕入材料の鋼材価格が全国的に高騰し続け、
今年に入って毎月の連続値上げで当初より 40％強も上昇するな
ど異常事態が生じており、経営を圧迫するなど大きな問題となっ
ている。

（出典：全国中小企業団体中央会 HP より）

○●○● 業界レポート ●○●○

○●○● 業界レポート（全国） ●○●○

売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業

好　転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10≦DI＜＋10

やや悪化
−30≦DI＜−10

悪　化
DI≦−30

　この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業界の
景況報告を集計したものです。情報連絡員は全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われています。

【2021年 10月分】
景況天気図（対前年同月比）

凡例
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昨今の雇用情勢の変化を受け、時間や場所にとらわれず、自分のライフスタイルに合わせて働くことができるとともに、
新型コロナウイルス感染防止策にもつながるテレワークという働き方が広がっています。総務省令和２年通信利用動向調
査の結果によると、テレワークを導入している企業の割合は 47.5％と、前回調査から倍以上に上昇しています。今回はテ
レワーク導入の進め方や、導入にあたって知っておくべきポイントについてご紹介します。

テレワーク導入の流れ
テレワークの導入プロセスは、大きく分類すると 3 つのステップに分かれます。

　●労務管理とルールづくり
　● ICT 環境の整備
　●セキュリティ対策

　●推進の為の評価と改善
　●運用ルールの改訂
　●テレワークの改善・拡充

  2．ルール・制度の準備   3．実施評価と改善

　●導入目的の明確化
　●実施範囲の検討

  1．目的の明確化

テレワーク導入による評価ポイントとして、「生産性の向上」「ワーク・ライフ・バランスの向上」などが挙げられますが、「仕事のやり
がい向上」「顧客満足の向上」「災害対策」など、自社の導入目的に応じた評価が必要です。本人、上司、同僚、チームなど様々な目線で
評価を行い改善に向けた検討材料にするなど、定期的に PDCA サイクルを回してみましょう。

テレワーク実施時において労働基準法などは適用されるため、テレワークをする場合の労働時間の把握、テレワークに必要な通信費など
の費用負担に関するルールや規定を定めておく必要があります。また、テレワークで利用するデバイスやツールを選択したり、「ルール」

「技術面」「物理面」のバランスの取れたセキュリティ対策をしっかりと行ってみましょう。

テレワークを導入する目的 ( 働き方改革、人材確保、事業継続など ) は何かを明確にします。全社で目的を共有し、関心と協力が得られ
るようにします。また、実施範囲については、明確な基準を設けた対象者の選定や、業務を「すぐにテレワークが可能な業務」「今すぐ
には実施できない業務」「実施できない業務」など業務単位に分けて整理してみましょう。

　3．実施評価と改善

　2．ルール・制度の準備

　1．目的の明確化

初めてのテレワーク

誰もが安心していきいきと働く。「仕事と生活が調和した社会」の実現の為に

第 4回　テレワーク導入の基本プロセス

セミナー情報
1/20（木）テレワークセミナー
テレワーク導入から IT 化、DX 推進までのステップについて
～テレワークとIT 化、DX 推進の違いとそれぞれのメリット等～

1/28（金）テレワーク・スクール
～ 1人 1台のパソコンで実践的なテクニックを学べる～
1部：「育児・介護とテレワーク！多様な働き方の整え方」
2 部：ウェブ会議を活性化させる便利技を体験しよう

〒 450-0002
名古屋市中村区名駅 3-21-7　名古屋三交ビル２F
ツドイコ名駅東カンファレンスセンター内
TEL：052-581-0510
E-MAIL：aichi-telework@pasona.co.jp
URL：https://www.aichi-telework.pref.aichi.jp
営業時間：9:00 ～ 17:00（土日祝日、年末年始 (12/29 ～ 1/3) を除く）

テレワークツール
紹介コラム
グループウェアとは

テレワークの実施にあたって、必要となるスケジュール共有や情報連携ができ、業務内容
等にあわせて多機能利用もできるグループウェア。無料での試験期間がある製品も多いの
で実際に利用してみてはいかがでしょうか？

グループウェアとは、企業内のコミュニケーションを円滑にし、
業務効率化を促進するためのソフトウェアのことを指します。複
数人が携わる業務やプロジェクトではメンバー間の意思疎通が不
可欠ですが、人数が多くなるほど円滑なコミュニケーションは難
しくなります。そのような際、コミュニケーションの円滑化に役
立つのがグループウェアです。製品によって得意とする領域は異
なりますが、グループウェアの主要な機能として以下が挙げられ
ます。

代表的なグループウェアとして「Google ワークプレイス」や
Microsoft が提供する「Microsoft Office 365」、サイボウズが提供
する「サイボウズ Office」などがあります。情報共有・業務連絡
の効率化やペーパレス化、テレワーク環境の整備ができるメリッ
トがありますが、導入には費用がかかったり、社内に定着させ
るための教育やサポートが必要といったデメリットも考えられま
す。一部無料で利用できるものや無料の試験期間がある製品も多
いので、何のために導入するのかを考えて自社にあったグループ
ウェアを実際に試して検討することが可能です。

  ・スケジュール管理・ワークフロー機能
  ・プロジェクト管理・勤怠管理
  ・ファイル共有（ドキュメント・画像など）・コミュニケーションツール

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入

まずは対象者を絞るなど、小さく始めてから拡大していくことがスムーズな導入のコツです。

出典：日本テレワーク協会「テレワーク関連ツール一覧」
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おしらせ

インボイス制度に対応した経理・事務について学びました！

　11 月 29 日、税理士・社労士の山口隆司先生をお招きし、ウインクあいち会議室及び Zoom による配
信にて「インボイス制度に対応した経理・事務」と題したセミナーを開催しました。
　適格請求書発行事業者登録の申請が今年 10 月に開始された今、インボイス制度に対応した経理・事務
について、事業者登録をしなかった場合に起こりうることや、消費税の基本的な考え方、適格請求書の作
成方法や適格請求書発行事業者の登録申請書の書き方など、実務的な部分まで踏み込んだ内容で、あっと
いう間の１時間でした。
　適格請求書の保存方法や仕入税額控除の経過措置などは、日々の経理・会計業務や消費税の納税に大き
な影響を与えるものでもあり、参加者は熱心に聞き入っていました。

人材定着率アップのための職場環境づくりセミナーを開催
　11 月 18 日、ウインクあいち会議室にて「働きやすい職場環境づくりで人
材定着率アップ！！」をテーマに、有限会社エーアイ取締役小山田政義氏（特
定社会保険労務士）をお招きし、人材定着を図るための職場環境のつくりか
たに関するセミナーを開催いたしました。
　本セミナーでは、モデル企業の人事考課制度や賃金制度等に関する相談事
例を参考に、グループディスカッションを行いながら、人材定着に向けた取
り組みや働きやすい職場環境づくりの方法（現状把握、改善の順位、行動プ
ラン）を学びました。
　グループディスカッションではグループ内で活発な意見交換がなされ、セ
ミナー参加者からは「他社のやり方などの話が聞けて参考になった」、「今回
の内容が人材定着につながっていく根本なのだと再認識できました」、「深い
内容で満足できました」と大変好評をいただきました。

▲講習会の様子

▲グループディスカッションの様子

テレワーク導入セミナーを開催

　11 月 26 日、「ニューノーマルに向けた働き方 ～テレワーク導入に向けた基礎知識や導入のメリット、
留意点～」をテーマにセミナーを開催しました。
　講師には、株式会社パソナの中園英樹氏をお迎えし、テレワークの基礎からテレワーク導入に向けての
ステップ、実際の導入事例などについて、ご講義いただきました。
　テレワーク導入企業が増加し続けている今、導入にあたり、業務やルール・制度の見直しを進めていく
ためには、業務内容を整理し、具体的にテレワークの対象となる業務を把握することが大切となってきま
す。そこで、業務やルール・制度の見直しにあたり気を付けるポイントや、ICT 環境の整備・導入の手順
などテレワーク導入に必要なポイントをわかりやすくご説明いただきました。また、既にテレワークを導
入している企業においても費用負担の取り決めや、就業規則の見直し、セキュリティ対策など留意する点
についてご説明いただき、今後の活動の役に立つセミナーとなりました。
　セミナー参加者からは「フローチャートが分かりやすかった」「事例がた
くさんあり役立った」との声をいただき、好評でした。
　本セミナー内で紹介されたあいちテレワークサポートセンターについては
本誌 6 頁でも紹介させていただいております。気になった方は是非お読みく
ださい。 ▲セミナーの様子
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イベントレポート
第 56 回愛知県塗装技能作品展が開催

（愛知県工業塗装協同組合・愛知県塗装工業協同組合）

　11 月 10 日、11 日の２日間、名古屋市工業研究所にて第 56 回愛知県塗装技能作品展
が開催されました。当作品展は、工業塗装部門と建築塗装部門の２部門あり、それぞ
れの課題に関して工業塗装部門では 81 作品が出展され、18 作品が中部経済産業局長賞
等を受賞、建築塗装部門では 22 作品が出展され、８作品が受賞されました。
　作品すべてがとても丁寧に塗装されており、各職人の方の技術が集約した作品展で
した。

▲出展された作品の数々

テックスビジョン 2021 ミカワが開催
（中部繊維ロープ工業協同組合・三河織物工業協同組合）

　11 月 19 日、20 日の２日間、蒲郡商工会議所にてテックスビジョン 2021 ミカワが開
催されました。67 回目となる今回はテーマを「Link Ring －テキスタイルでつながり合
う三河産地へ－」と掲げ、コンセプトコーナーでは、暮らしと産地、自然と産地、企
業と産地がテキスタイルでつながり合って生まれた商品や取り組みが紹介されました。
　また、産地企業コーナーでは、三河木綿、多重おりガーゼ、カーテンなど様々な繊維
商品が展示され、組合員企業をはじめとする三河産地を支える企業が紹介されました。
　そのほか、オリジナルの作品を作れるクラフトワークショップや、寝具やタオルが
お値打ち価格で手に入る産地バザールなども開催され、会場は多くの地元の方々で賑わいを見せていました。

▲会場の様子

　11 月 27 日～ 29 日、愛知県国際展示場（Aichi Sky Expo）にて開催されたこの大会は、
経済産業省が伝統的工芸品に対する国民の理解と普及を目的に、毎年 11 月を伝統的工芸
品月間と定めて全国各地で開催しているもので、第 38 回目となる今回は、愛知県で開催
されました。本会会員の三州瓦工業協同組合様をはじめ、地元の伝統的工芸品組合が展示・
販売や制作実演を行い、職人の技を披露していました。

KOUGEI EXPO in Aichi（第 38 回伝統的工芸品月間国民会議全国大会）が開催

▲鬼瓦の制作実演

　11 月 26 日～ 12 月 2 日、ドルフィンズアリーナ ( 愛知県体育館 ) にてやきものワー
ルド 2021 が開催されました。今年で 15 回目を迎えるこのイベントは、日本最大級の
陶磁器フェアと呼ばれ、今回も瀬戸焼、常滑焼をはじめとする全国各地の焼き物が一
堂に集まりました。器や鍋の他、マグカップや季節の置物など陶磁器製品
が数多く並び、多くの来場客で賑わっておりました。
　また、やきものワールド出店者の陶磁器は公式オンラインショップでも
ご購入いただけます。ご興味のある方はぜひご覧ください。

やきものワールド 2021 が開催

▲展示・即売会の様子

　11 月 13 日、愛知豊明花き地方卸売市場にて、とよあけ花マルシェが開催されました。花き市場の保有する 250 種
の代わり菊の展示や、販売、体験講座が行われ、販売コーナーでは、花苗や野菜だけでなく、寄せ植えキットや、花
を使用したお弁当やお菓子なども売られ、来場者で賑わっておりました。

愛知県内各地で花のイベントが開催
（愛知豊明花き流通協同組合・名古屋生花小売商業協同組合）

　11 月 20 日～ 23 日、名古屋市栄エリア 3 会場において、あいち花マルシェが開催されました。オアシス 21 会場
ではあいちの花 3,000 本を使用した色鮮やかな花馬車の展示や、花束やアレンジメント、シクラメン、洋ランなど生
産者から直送された新鮮なあいちの花が販売された他、花育体験教室、
フラワーデザインのデモンストレーションなど様々な催しが行われま
した。
　また、オンラインでは 1 月末まで「花マルあいちセレク
トショップ」を開催しております。各生産者につき 50 個限
定ですので、気になる方はお早めにご購入ください。 ▲会場の様子



※広告内容に関する責任は、広告主に帰属します。
※2021 年度に発行する「中央会あいち」に掲載する広告を募集しています。
　お問合せ：情報調査部　TEL : 052－485－6811
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